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主な特長
•	 3バンドEQ（ベース、ミッド、トレブル）を搭載。
•	 ミッドは周波数可変式を採用。
•	 チューブライクな迫力とサチュレーションを生み出すDriveコントロールを装備。
•	 プリ/ポストとグランドリフト・スイッチを備えた、スタジオクオリティのDIを装備。
•	 静かにトレーニングができるヘッドフォン端子とAUX入力を装備。

オーナーズ・マニュアル（マニュアル・バージョン1.1）
A. トップパネル

Gain：入力感度のレベルを調整します。
Treble：±18dB	@	4kHz
Mid	Level：±17dB

Mid	Freq：180Hz	-	1kHz
Bass：±18dB	@	40Hz

Drive：チューブアンプにインスパイアされたEQによるトーン調整を可能にしつつ、ゲインストラ
クチャーの増加分とEQカーブを調整してサチュレーションを強化できます。さらにゲインを上げる
と、低域がタイトになり、高域が滑らかになり、中音域が強調され、より洗練されたレスポンスの良
いサウンドになります。ゲインを上げるほどトーンが飽和してダイナミックになります。このノブは
Gainノブと相互作用しますので、微調整や実験をしながら完璧なサウンドを作り出せます。
Volume：出力レベルを調整します。
Engage：プリアンプのオンとバイパスを切り替えます（オン時はブルー LEDが点灯します）。
Drive：Driveコントロールのオン/オフを切り替えます。
Headphone	Mix：ベースからの入力とAUX入力のバランスを調整します。

B. トップサイドパネル
In：6.35mmジャック
Aux	In：3.5mmジャック
Out：6.35mmジャック

Headphones	Out：3.5mmジャック
DC	IN：18V（2.1mm	DCジャック、センターマイ
ナス）

C. 左サイドパネル
DI	Out：XLRバランスDI出力
Pre	/	Post：Preの場合、ゲインとEQの前段の信号がDI	XLR	Outから出力されます。Postの場合、ゲ
イン、EQ、MasterのセッティングがDI	XLR	Outからの信号に反映されます。
Ground	Lift：DI使用時にハム音が生じた場合は、グランドループが起きている可能性があります。
多くの場合、このスイッチを押すことで問題が解消します。

D. スペック
消費電流：36mA
入力インピーダンス：1MΩ

出力インピーダンス：1kΩ
電源入力：DC18V

E. ヘッドフォン端子
Tone	Hammer	Preampは、音を出さずに静かに練習したいときに便利なヘッドフォン端子を装備
しています。AUX入力にラップトップやスマートフォン、その他のオーディオソースを接続し、ヘッド
フォン端子にヘッドフォンを接続します。ヘッドフォンの全体的な音量は、Volumeノブで調整でき
ます。AUX入力とのバランスは、Volumeノブの上にあるHeadphone	Mixで調整できます。

Tone Hammer Preamp V2
Tone	Hammer	Preamp	V2は、トレブルとベース、周波数可変のミッドを備え、正確なトーンコント
ロールが可能な3バンドEQと、スタジオクオリティのDIを搭載した究極のトーンシェイピング・ツー
ルです。プリ/ポストとグランドリフト・スイッチを備えたクリアなサウンドのDIの搭載により、あら
ゆるセッティングに柔軟に対応できます。独立したDriveコントロールとフットスイッチを装備し、
チューブアンプにインスパイアされた歪みを簡単に加えることができます。また、ヘッドフォン端子
とAUX入力を装備していますので、自宅でも、ステージでも、レコーディングスタジオでも、いつで
も音楽に浸ることができます。
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